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○○○○を用いた△△△△電池の開発
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電化花子1・電化太郎1・電化次郎2・指導教員1,*

1．はじめに
軽量，フレキシブルかつ低い製造コストの観点から，色素増感太陽電池の開発が急速に進んでいる．１） 色素増感太陽電池は，色素を吸着した酸化チタン電極と対向電極，およびそれらの電極の間に電解液層が挟まれた構造をとっている．１，２）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.

2．方法
色素増感太陽電池の作用極については，酸化チタンペーストを透明電極（ITO電極）に塗布し，450℃で30分間焼成したものにエオシンYを吸着させて作製した．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.

3．結果および考察[image: ]
図１ 得られた色素増感太陽電池のI-V曲線.

ルテニウム錯体（N3）を色素として用いた色素増感太陽電池を作製し，ソーラーシミュレータを用いて電圧-光電流曲線を測定して変換効率を求めた結果を図１に示す．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.
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